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1． は じ め に

　濃 尾 平 野 の 地 盤構成 は，地 盤 沈 下 対 策の 総合的な 研 究

の な か で，そ の 基本的な枠組 み が 明 ら か に さ れ た 11／。

1992年 に は，「堆 積環境が地盤特性 に 及 ぼ す 影 響 に 関す

る研 究委員会」 （委員長 ；陶野郁雄山形大教授 当 時は

国立 環 境 研 ）が 発足 し，濃尾 平 野 で は 名古屋地区部会

（部会長 ；松 澤　宏応用地 質  技師 長，当 時 は 名古屋大）

と し て ，地 盤 と地 質 の 関 係者に よ る協 同研 究 体制 が 整 っ

た 。 名古屋 地 区 部会は，従来 ， 土 質試 験値 の 中で バ ラ ツ

キ や異常値 と して処 理 され た デー
タ は，試料採 取の 際の

乱れや 試験誤 羌 を除 け ば，堆積環境や 応 力履 歴 に 起囚 す

るの で は な い か
Lt　1／，との 基 本 的視点 に立ち，理 学情報を

積 極 的 に 収集 し て ，土質 試 験 値の 堆積環境的な 解釈 に努

め て きだ 。

　中部支部濃尾地盤 研 究委員会 （委 員長 ；板 橋
一

雄 名城

大教授）は，名古屋地 区部会の組織 と基本的視点 とを引

き継 ぎ，1995年 か ら活 動 して い る
4）
・−6）。本稿 もそ の

一

環 として 進め られて い る濃尾平野東縁 部の地盤 に 関す る

研 究 で ，現 在 まで の 成 果 の 概要を 報 告 す る。な お，詳細

な地 質 の 記載 は，稿 を改 め て 報告す る 予定 で あ る。

2． 濃尾平 野の地盤構成 の 概要

　2．1 堆積盆地 と して の 濃 尾 平 野 の形成

　濃尾
’F野は，日本有数 の 沖積平 野 で ある。西縁は 養老

断層 で 画 さ れ る （図
一 1） が，こ れ は A 級の 活断層で ，

100万 年ほ ど前か ら，1000〜2000年の 間隔で 繰 り返 し地

震 を 起 こ し
ア　・／，そ の た び ご と に ，西 側 を 隆 起 させ，東側

を沈降 させた。その 結果，東側は つ ね に 凹地 の 環 境 が続
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図
一1　 濃 尾 傾 動 地 塊 の 東西 模式 断 面 図
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き，ヒ流 か らの 土 砂 な どに よ っ て 埋 積さ れ，濃尾 平 野 が

形成され た （図
一 1）。平 野の 沈降様式 は 西部が よ り大

ぎ く沈 降 （西 に 傾動 ）す る もの で，埋 め 立 て た 地 層群の

ほ とん どが，西 に 深 く，か つ 厚くな っ て い る （図
一 2）。

濃尾平野は傾 動 す る地 殻 ブ ロ ッ ク （濃 尾 傾 動 地 塊 ）で も

あるの で ， 濃尾傾 動 盆地 と も呼ば れ る 1．
。

　2．2　濃尾平野 に お け る地 層の 形成

　沈降す る濃尾傾動盆地 に，泥 ・砂 ・礫の い ず れが 堆積

す る か ？　 こ れ を規定す る の が氷 河 の 消長 に伴 う海面の

昇 降 （氷 河 性 海面 変動） で あ る。す な わ ち，第四 紀の 地

球 環 境 は，寒 冷 期 （氷河 期） と温 暖 期 が 10万 年程度 の

周期で 繰 り返 して お り，寒冷期 に は 氷 河 が 拡 大 して 海 水

量が減少 す る の で 海面 が 100〜150m 低 下 す る。海 岸線

は 伊勢湾 口 の さ らに 沖 合 に退 き，か な り E流 とな る濃 尾

平 野 には 砂礫が 堆積す る 。
い っ ぽう温 暖期に は 氷河が 融

け て 海面 が上昇す るの で，平野の奥深 くま で海 が浸 入 し，

海成粘土 な どが 堆 積 す る。こ うし て 濃尾傾 動盆地 は，寒

冷 な 低 海面 期 の 砂 礫 層 と，温 暖な 高海面 期 の 泥 層 （海成

粘土 層） とが，交互 に 重 な る （互 層す る ）地 層群 で埋 め

立 て られ て い る。

　 2．3　濃尾平 野地下を構成する地層群

　氷 河性 海 面変動 の 影響 を こ うむ り，砂 礫 ・泥 互 層か ら

な る 平 野 下 の 地 層群 は，上 位 か ら，南 陽 層，濃尾層，第
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一一
礫 層，熱 田層 ，第二 礫 層 ，海 部 （あ ま ） 累 層，第 三 礫

層，弥富累層な ど に分 け られ る （図
一 2）。 こ れ らが第

四 紀層で ， そ の 「位 に は第三 紀の 宋海層群 お よび 瀬戸 内

中新統，そ して 基盤岩類 か あ る （図
一一1）。

　完新 世の 南陽層 （A ） は ，主 に ， LY 部か 砂 層 （ヒ部

砂層），ド半部 は 貝殻 を含 む 海成粘 七層 （中部泥層）で

縄 文海進 の 堆 積物 で あ る。上 部 砂 層 は 三 角州 の 前 置 層，

中部泥 層 は 底置 層 に あ た る。史 新世末期 の 濃尾 層 （N ）

は砂 泥 万層 で，砂 層 は 30≦1＞を呈 す 場 合 か 多 い 。 更 新

世 後期 の 第
一
礫 層 （G1） は海面低 下 過稈 の 堆積物 で，

最も浅 い 帯水層 て もあ る。地表か ら G1 まで がい わゆ る

沖積 層 で あ る。

　更 新 世 後 期 の 熱 田 層 （D3 ） は，ヒ半 部 （D3U ）が 砂

層 で ，木 曽御岳起 源 の 軽石 （浮 石 ） を含む 。　卜半 部

（D3L ）は 海成粘土 層で ， 高海面期 （最終間氷期） の 地

層で あ る。

　さ らに下位 に あ る 更新世中期の 第二 礫層 （G2）
・
海部

累層 （Am ）
・
第三 礫層 （G3）

・
弥富累層 （Yt） は，低

海 面 期 の 砂礫 層 と高海 面 期 の 海 成 粘 土 層 な ど との 互 層で

あ る 。 区 別 が で きな い 場 合 は，海 部 ・弥 富 累 層 （Dm ）

とよば れ る。

3． 濃尾平野東縁部 の地盤構成

　3．1 地質断面図の 作成

　都市高速道路建 設 に 伴 う調査 ボー
リ ン グ資料 を用 い て

地 質断而図 が 作成 され た。そ の 結果，平野東縁部 の 地 盤

構成 が か な り詳 し く明 ら か に な っ た。断 面線 は ，一・
宮市

南東部 （名神高速道路
一
宮 ICの 少 し北）か ら，南方に

JR名古 屋 駅 付近 を経 て，東 海 市 北 部 （伊勢 湾 岸 道 路 東

海　IC） まで の 約31km で あ る （図
一 3）。

　3．2　平野東縁部 の 地下層序

　図
一 4 が そ の 地質断面図 で あ る。水平方向を 大 き く縮

め た た め ，地 層境界線は 鋸の 歯の よ うに な っ て い る。全

体 と し て 3 区 間 に 分 け ら れ ，記述の 便 宜 E，こ れ ら を

北 半部 ，中 南部，南端 部 とよ ぶ こ とに す る （図
一4 ）。

図
一3　 濃尾辛 野の 地形

s・，と断面線の 位置
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図
一4　 濃尾平野東縁部の 南北 地 質断 面 図
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北 半部 は 平 野の 東縁 主 部 ，中 南部 は 名 古 屋 都 心 を 載 せ る

熱 田台地 の 西側延長部，南端部 は天白川の 沖積低地で あ

る （図
一 3）。 こ こ で み られ る地 層は，上 位 か ら，南陽

層，濃尾層，第
一

礫層，大曽根層，熱 田層，海部
・
弥富

累層，東海層群 で あ る。なお，南端部 に は 濃尾平野 と知

多半 島 の 丘 陵地 帯 と を 分 け る 犬 白河 口 断 層が あ る。以 下，

上 位 か ら み て い く。

　（D　南陽層 （A ） 北半部 と 南端部 で 厚 い。上 部砂層

は ほ とん ど 0 ≦ N ≦ 15，中 部 泥 層 は 0 ≦ N ≦ 5 で あ る 。

北半部 で は k部砂 層 が厚 く， その 中
〜 E部は 非海成 ， 下

部は海成で あ る。海成粘土の 中部泥層は深い 部分に はさ

まれ る。南端部 で は海成粘土 層 （中部泥層）が 卓越す る。

　   　濃 尾 層 （N ） 南 端 部 の み に 薄 く認 め ら れ る。10

≦ N ≦ 40で，非 海 成 の 砂 層 を主 体 とす る。

　（3） 第
一

礫層 （G1） 北半部で の 発達 が顕著 で ， ほ と

ん ど50 ≦N で あ る。濃飛流紋岩
・
砂岩

・
チ ャ

ー
トなど

の礫 か らな り，φ
＝10〜30cm の玉 石 も含む。

　 南 端 部 で は，標 高 一15m 付近 に 埋 没 段 丘 礫 層 が あ る

が，こ れ は 大 曽根層 （Oz） と判断 さ れ る。更 新 世後 期

の 大 曽根層 は 熱 田台地 に 浅い 谷を 刻ん だ 地 層で ある （図

一 3 の 0）。

　（4）熱 田層上 部 （D3U ） 北半部〜中南部 にみ られ る 。

南端 部 で は，最 終 氷期 の 海 面 低 下 過 程 に 侵 食 さ れ て み ら

れ な い。軽 h （浮石 ） を 含む 非海成 の 砂 層を 主 体 と し，

北半部の 深 い 場所 で は 海成 の 部分 も あ る。砂 層 は ，5 ≦

ノV で 様 々 な値 を とる が，」〉≦ 50が 多 い 。

　（5） 熱 田層下 部 （D3L ） 貝殻 を 含む 海成粘土 層 を 主

体 とす る。2 ≦ N ≦ 10が 卓越す る が ，11 ≦ N ≦ 20も あ る。

中 南部 の 南半部 で は 標 高
一25〜− 30m に N 値 が高 く火

山灰層 とみ られ る泥層が は さまれて い る。南端部で は 天

白河 n 断層 に よ っ て 切 られ て い る よ うに 見受け ら れ る。

な お，こ の 断 層 は，D3L に変位を 与 え て お らず ，そ の

堆 積 開 始 時 に は す で に 活 動 を 停 止 して い た と評 価 さ れ て

い る91。

　（Ci＞ 海 部
・
弥富累層 （Dm ） D3L よ り 下 位 の 地 層 は，

Am か Yt か 区別で きない の で ，海部
・
弥富累層 とす る。

砂礫の 優勢な泥
・
砂

・
礫の 互 層か らな る。砂 層は ほ とん

ど50 ≦ N ，泥層 は 5 ≦ N ≦ 15が 多い 。泥層 は D3L よ り

高 い 側 に ノ〉値 頻 度 分 布 の ピ
ー

ク が あ る。中南 部 の 南 半

部 か ら南 端 部 に か け て は，標 高 一40〜− 70m に 貝 殻 や

サ ソ ドパ イ プを 含む 厚 い （10 〜15m ） 海成 粘土 層 （N

＝10± ）が は さ まれ る。

　の　東海層群 （T ） 南端部 の 天 自河 口 断層 の 南側 に

あ り，非海成の 泥 ・砂 ・砂礫 の 互 層か らな る。多 くの 場

合，50 ≦ ノ〉を 示 す。東海層群 は知 多半島や 名占屋 東部

丘 陵 を は じめ ，伊勢湾周 辺地 域 の 丘 陵を つ くる 第 三 紀層

で あ る。

May ，2005

4．　 ま　と　め

論 　 　 文

　堆積盆地 と して の 濃尾平野 は ， 西 縁 を画 す 養老断層の

活動 に 伴 う傾動運動 で 形成 され た 。そ こ に何が 堆積す る

か を 規定 した の は氷河性海面変動で ，寒冷な低海面期に

は 砂礫 層，温 暖 な 高海 面期 に は 海 成 fA　十．層 な ど が 堆 積 し，

砂 礫 ・泥互 層 か ら な る 地 層 群 に よ って 埋 積 され た 。

　従来，必 ず し も明確 で な か っ た 平 野 東縁部の 地 盤構成

は，南 北地 質 断而 図の 作 成 に よって，か な り詳 し く明 ら

か に な っ た 。 得 られ た主 要 な成果は，以 ドの 諸点で あ る。

　（D　熱 田層 k部 に は，ふた つ の 泥層挟在層準があ る。

　  　熱田層 上部 は軽石 を含む こ とで 知 られ て い るが，

基 底 部 は軽 石 を 含 ん で い な い 。

　 （3〕 熱 田 層 下 部 の 中部 に，火 山 灰 層 とみ られ る N 値

の 高い 泥層 が は さ ま れて い る 。 こ の 火山灰層が 広域テ フ

ラ の い ず れに 対比される か，今後び）課題で あ る。

　（4） 海部 ・弥富累層の 中に，10〜15m に 及 ぶ 厚 い 海

成 粘土 層 が は さ ま れ る 。 沈 降 が 小 規 模 で 砂 礫層 が 卓越 す

る東縁 部 に あ っ て ，こ れ ほ どの 厚い 海成 粘十 層が は さ ま

れ る こ と は ，大変興味深 く，こ れ が 何を 意味 して い る の

か ，ほ か の 地 層の 理 学 分 析 も 含め て ，今 後の 課 題 で あ る。
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